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学芸員資格取得の最大の関門となるのが博物館実習です。博物館実習先については、各学生の希望に基づき、学内選考や各館園での選考
の後、決定されます。事前に様々な館園を訪問し、特色や展示方法等を学ぶとともに、履歴書の書き方や自己 PR、志望動機など事前に準備を

しておきましょう。

学 芸 員 課 程 カ リ キ ュ ラ ム

・学芸員資格取得要件（文芸学部生のみ対象）
成城大学で学芸員資格を取得するためには、まず学芸員課程に登録し、各種ガイダンスに出席したうえで、①と②を満たす必要があります。
　①「必修科目」19 単位、「選択科目」を２系列以上にわたって８単位以上修得
　②学部を卒業（学士の学位を取得）する
大学院生の場合は、①を満たした時点で資格が取得できます。
なお、「必修科目」のうち、博物館実習については、学内での講義のほか、博物館や美術館等で実習を行う必要があります。
※詳細は文芸学部履修の手引を参照してください。

学芸員課程の基本の『き』　　　　　　　　　　　　　　　　　
P
O
IN
T

P
O
IN
T

そ の 他

・  1 年次
①　学芸員課程登録説明会（3 月 )
②　博物館学芸員課程費（5,000 円）納入

・３ 年次
①　学芸員課程科目の履修登録
②　 博 物 館 実 習 マ ナ ー 講 座、 博 物 館 実 習 直 前 ガ イ ダ ン 
　　ス（5 月）
③　博物館実習費（10,000 円）納入
④　各館園での博物館実習（5 月～ 12 月）

・２ 年次
①　学芸員課程科目の履修登録（3 年次に「博物館実習」を履修するため 
　　には、学芸員課程必修科目のうち「博物館概論」および「博物館教育論」 
　　を含む 8 単位の修得が必要）
②　博物館実習先開拓ガイダンス（10 月～ 11 月）
③　博物館実習先の開拓
④　博物館実習　次年度履修許可者発表（3 月）

・学芸員資格取得までの流れ

・４年次
①　学芸員課程科目の履修登録
②　学芸員資格取得者発表（3 月）
③　学芸員資格証明書交付（学位記授与式の日に 
　　教務部にて配付）

卒業生の主な就職先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（博物館・美術館等文化財関係施設）
北海道立帯広美術館　北海道立近代美術館　北海道立函館美術館　青森県立郷土館　棟方志功記念館　八戸市美術館　宮城県美術館　木の博物館吉成銘
木店　郡山市立美術館　みちのく民俗文化研究所　茨城県近代美術館　小杉放菴記念日光美術館　栃木県立博物館　群馬県立自然史博物館　群馬県立
館林美術館　群馬県立歴史博物館　高崎市美術館　朝霞市博物館　うらわ美術館　川口市教育委員会　川越市立博物館　埼玉県立近代美術館　埼玉県立
歴史と民俗の博物館　宮代町郷土資料館　我孫子市教育委員会　国立歴史民俗博物館　千葉県教育委員会　千葉県立中央博物館　千葉県立美術館　千葉
県立房総のむら　船橋市教育委員会　八千代市立郷土博物館　出光美術館　太田記念美術館　大倉集古館　小川美術館　国文学研究資料館　国立西洋美
術館　汐留ミュージアム　渋谷区立松濤美術館　静嘉堂文庫美術館　世田谷区立次大夫堀公園民家園　世田谷区立郷土資料館　泉屋博古館分館　タイム
ドーム明石（中央区立郷土天文館）　大東急記念文庫　たばこと塩の博物館　東京国立近代美術館　東京国立博物館　東京ステーションギャラリー　東
京都江戸東京博物館　東京都写真美術館　東京都庭園美術館　東郷青児記念損保ジャパン日本興亜美術館　中冨記念くすり博物館　日本書道美術館　
ニューオータニ美術館　根津美術館　練馬区立美術館　八王子市郷土資料館　府中市立美術館　ブリヂストン美術館　文化庁　松岡美術館　三井記念美
術館　目黒区美術館　山種美術館　厚木市郷土資料館　神奈川県立歴史博物館　鎌倉国宝館　鎌倉市鏑木清方記念美術館　川崎市市民ミュージアム　川
崎市立日本民家園　そごう美術館　松前記念館　玉川文化財研究所　横浜美術館　清春白樺美術館　山梨県立博物館　池田満寿夫美術館　諏訪市美術館　
長野県信濃美術館　長野市立博物館　岐阜県現代陶芸美術館　岐阜県美術館　上原美術館　MOA 美術館　静岡県立美術館　愛知県美術館　豊田市美術館　
佐川美術館　アサヒビール大山崎山荘美術館　泉屋博古館　京都国立近代美術館　大阪市立東洋陶磁美術館　大阪市立美術館　能楽資料館　倉敷市教育
委員会　荻野美術館　海の見える杜美術館　広島市現代美術館　ふくやま美術館　愛媛県美術館　高畠華宵大正ロマン館　香川県立ミュージアム　出光
美術館門司　熊本市現代美術館　熊本市立熊本博物館　大分県立歴史博物館　沖縄県教育委員会　那覇市歴史博物館

令和元年度　博物館実習依頼館園　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今治市村上水軍博物館　入間市博物館　いわき市立美術館　上野の森美術館　賀川豊彦記念 松沢資料館　神奈川県立近代美術館 葉山館　川崎市立日本民
家園　埼玉県立歴史と民俗の博物館　さいたま市立博物館　市立市川歴史博物館　シルク博物館　石洞美術館　世田谷区立郷土資料館　世田谷美術館　世
田谷文学館　致道博物館　千葉県立美術館　東京国立博物館　東京都江戸東京博物館　東京都写真美術館　東京富士美術館　東郷青児記念損保ジャパン日
本興亜美術館　日本民藝館　府中市美術館　北海道開拓の村　民音音楽博物館　野球殿堂博物館
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私
は
か
れ
こ
れ
二
十
年
ば
か
り
、
博

物
館
で
美
術
担
当
の
学
芸
員
を
し

て
い
た
。
当
時
は
い
く
ら
自
分
が
苦
労
し

て
企
画
し
た
展
覧
会
と
は
い
え
、
学
芸
員

は
黒
子
役
に
徹
し
、
せ
い
ぜ
い
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
ト
ー
ク
を
行
う
ぐ
ら
い
が
関
の
山
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
は
堂
々
と
図
録
の

記
名
原
稿
は
書
く
は
、
座
談
会
と
称
し
て

ゲ
ス
ト
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
組
む
は
と

華
々
し
い
。
そ
れ
は
、
と
て
も
良
い
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
を
企
画
し
た
学
芸
員
の
筆

や
肉
声
で
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
昔

の
モ
ノ
で
も
現
代
と
み
る
み
る
結
び
つ
い

て
い
く
。

学
芸
員
の
重
要
な
仕
事
の
一
つ
は
、

こ
の
よ
う
に
モ
ノ
の
持
つ
意
味
を
、

分
か
り
や
す
く
、
時
宜
に
適
し
た
言
葉

で
、
人
々
に
伝
え
る
と
い
う
こ
と
に
あ

る
。
そ
う
い
う
点
で
は
、
学
芸
員
は
語
り

部
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
社
会

に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
モ
ノ
の
持
つ
意
味
と
は
普
遍
の

も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
時
代
々
々
の
光

が
当
て
ら
れ
る
こ
と
で
、
モ
ノ
の
意
味
す

る
面
白
さ
は
変
化
し
て
い
く
。
時
に
あ
せ

『
語
り
部
と
し
て
の
学
芸
員
』

『
語
り
部
と
し
て
の
学
芸
員
』
成
城
大
学
文
芸
学
部
教
授　

相
澤
正
彦

成
城
大
学
文
芸
学
部
教
授　

相
澤
正
彦

ず
、
何
時
の
時
代
に
も
、
新
し
い
意
味
を

付
与
さ
れ
な
が
ら
屹
立
す
る
の
が
、
マ
ス

タ
ー
ピ
ー
ス
た
る
所
以
で
あ
ろ
う
。

と
は
い
え
自
ら
は
必
ず
し
も
語
ら

ず
、
モ
ノ
に
語
ら
せ
る
と
い
う
技

術
の
方
が
よ
り
大
事
で
あ
る
し
、
そ
れ
が

学
芸
員
商
売
の
醍
醐
味
で
も
あ
る
。
モ
ノ

が
勝
手
に
語
る
と
い
う
恐
ろ
し
さ
を
知
っ

て
い
れ
ば
こ
そ
、
逆
に
そ
れ
を
利
用
し
て

語
ら
せ
た
い
、
と
い
う
場
合
が
な
き
に
し

も
な
い
。
私
も
あ
る
作
品
を
展
覧
会
で

借
り
る
こ
と
に
、
執
念
を
燃
や
し
た
経

験
が
あ
る
。
と
ま
れ
、
そ
の
モ
ノ
が
一

つ
で
な
い
こ
と
も
結
構
あ
る
。
あ
る
空

間
に
別
の
モ
ノ
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ま
た
別
の
新
た
な
光
を
発

す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
作
品
の
横
に

あ
な
た
の
持
っ
て
い
る
作
品
を
並
べ
た

い
、
そ
れ
が
私
の
夢
だ
、
と
い
う
渇
望
を

い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け
て
い
る–

そ
ん
な

学
芸
員
に
、
皆
さ
ん
も
な
っ
て
下
さ
い
。 
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角　奈緒子
（2006年　文学研究科美学・美術史専攻博士課程後期中途退学）
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『
学
芸
員
に
な
る
前
、
な
っ
た
後
』

る
前
、
な
っ
た
後
』
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（
２
０
０
５
年　
文
学
研
究
科
美
学
・

（
２
０
０
５
年　
文
学
研
究
科
美
学
・

美
術
史
専
攻
博
士
課
程
後
期
単
位
修
得
退
学
）

美
術
史
専
攻
博
士
課
程
後
期
単
位
修
得
退
学
）



執
筆
者
略
歴

広
島
市
現
代
美
術
館　

学
芸
員　

角 

奈
緒
子SUM

I NAOKO

略
歴

２
０
０
０
年　

文
芸
学
部
芸
術
学
科
学
士
入
学

２
０
０
２
年　

同
学
部
卒
業

２
０
０
５
年　

文
学
研
究
科
美
学
・
美
術
史
専
攻
博
士
課
程
前
期
修
了

同　
　
　

年　

文
学
研
究
科
美
学
・
美
術
史
専
攻
博
士
課
程
後
期
入
学

同　
　
　

年　

10
月
よ
り
小
金
井
市
立
は
け
の
森
美
術
館
準
備
室
に
て　
　

　
　
　
　
　
　

嘱
託
学
芸
員
と
し
て
勤
務

２
０
０
６
年　

同
大
学
院
同
研
究
科
同
課
程
中
途
退
学

同　
　
　

年　

4
月
よ
り
現
職

企
画
し
た
主
な
展
覧
会
（
会
場
は
全
て
広
島
市
現
代
美
術
館
）

「
金
氏
徹
平
展 splash & flake

」
２
０
０
７
年

「
西
野
達
展 

比
治
山
詣
で
」
２
０
０
７
年

「
こ
の
素
晴
ら
し
き
世
界
：
ア
ジ
ア
の
現
代
美
術
か
ら
見
る
世
界
の
今
」
２
０
１
１
〜
１
２
年

「
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
」
２
０
１
４
年

「
俯
瞰
の
世
界
図
」
２
０
１
５
年

「
世
界
が
妙
だ
！ 

立
石
大
河
亞
＋
横
山
裕
一
の
漫
画
と
絵
画
」
２
０
１
６
〜
１
７
年

「
松
江
泰
治
｜
地
名
事
典
」
２
０
１
８
年

郡
山
市
立
美
術
館　

主
任
学
芸
員　

富
岡 

進
一TOM

IOKA SHINICHI

略
歴

１
９
７
５
年　

生
ま
れ
。

２
０
０
２
年　

文
学
研
究
科
美
学
・
美
術
史
専
攻
博
士
課
程
前
期
修
了

２
０
０
５
年　

文
学
研
究
科
美
学
・
美
術
史
専
攻
博
士
課
程
後
期
単
位

　
　
　
　
　
　

修
得
退
学

同　
　
　

年　

郡
山
市
立
美
術
館
学
芸
課
に
学
芸
員
と
し
て
勤
務

２
０
０
７
年　

郡
山
市
教
育
委
員
会
文
化
課
に
学
芸
員
と
し
て
異
動

２
０
０
８
年　

郡
山
市
立
美
術
館
学
芸
課
に
学
芸
員
と
し
て
復
職

２
０
１
７
年　

郡
山
市
立
美
術
館
学
芸
課
に
主
任
学
芸
員
と
し
て
勤
務

同　
　
　

年　

 『
タ
ー
ナ
ー　

風
景
の
詩
』
展
監
修
。
同
展
へ
の
天
皇

　
　
　
　
　
　

皇
后
両
陛
下
行
幸
啓
（
現
在
、
上
皇
上
皇
后
両
陛
下
）　　

　
　
　
　
　
　

に
際
し
御
解
説
（
会
場
：
東
郷
青
児
記
念 

損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
術
館
）

現
在
に
至
る

イ
ギ
リ
ス
美
術
を
中
心
と
し
た
海
外
展
を
多
く
企
画
、
開
催
。

主
な
書
籍

『
イ
ギ
リ
ス
美
術
叢
書
Ⅳ　

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と
モ
ダ
ニ
テ
ィ
』（
共
著
、
あ
り
な
書
房
）
２
０
１
９
年

『
西
洋
近
代
の
都
市
と
芸
術
８　

ロ
ン
ド
ン　

ア
ー
ト
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
』（
分
担
執
筆
、
竹
林
舎
）

２
０
１
４
年

【編集後記】
▲人がモノと関わる以上物事を進める上で様々な制約があり、時間は流れ有
限である。ゆえに優先順位をつけなければならない。一般社会人が仕事の様々
な局面で選択に迫られるのと同様に学芸員という仕事ももちろんそうであ
る。
　現場においてはいくつかの優先順位をつけ取捨選択をし、ある意味では不
平等にならざるを得ない状況にも遭遇する。出陳作品、修復、収集方針によ
り叶う作品・資料、評価額。そして被災文化財のレスキューしかり。
　一方昨今、観光資源として文化財を利活用する動きが盛んである。そこに
は様々な思惑が働き、少なからず恩恵や時代のストリームからこぼれ落ちて
しまうモノがあることは否めない。裏を返せば綺羅星のごとく輝くキラーコ
ンテンツという S ランク、A ランクに比してあくまで B 級文化財という構図
がみえ隠れする。つまり文化的、歴史的価値を有する文化財を保存し利活用
する裏側にはは、すでにある価値を強化させる図式を見て取れるかもしれな
い。
　しかし作品・資料の潜在的な力とは本来それとはまるで相いれず、モノの
持つストーリー、または見過ごされていたストーリーをみいだすことで、既
存の価値を覆してしまうものであると考える。
　価値とは普遍的で実に曖昧な物である。戦前につくられた未開封のまま残
るキリンレモンの瓶、一点の持つ資料の力は輝き得ずともその一つ一つの集
まりが大きな意味を生み出す文書群。巻頭で相澤氏のいう語り部としての学
芸員を読み、どんな仕事でもそうであるが、学生に問われる学芸員の仕事の
醍醐味とはまさにそういったことではないかはないかと考えた。

 

　人生は選択の連続である。しばし立ち止まり熟考して選択するか、選択肢
がなくなるまで放棄し続けるかをまず選択しなきゃならない。人生で何を最
優先するか。生きてく上での優先順位を求められる。はたして誰が読むとも
わからない、この編集後記も選択の連続の中で書いた訳であるが。【編集部】
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